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ア
ー
ト
の
窓

　
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
油
絵
を

学
び
、
パ
リ
の
風
景
や
人
物
、

長
く
住
ん
で
い
た
長
野
県
諏
訪

市
、
生
ま
れ
育
っ
た
高
知
の
風

景
や
静
物
の
絵
を
多
く
描
い
た

画
家
・
西
岡
瑞
穂
の
六
十
余
年

の
画
業
を
振
り
返
る
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）

年
、
高
知
県
安
田
町
生
ま
れ
の

西
岡
瑞
穂
は
、
明
治
四
十
五
年

に
東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東

京
芸
術
大
学
）
の
図
画
師
範
科

を
卒
業
し
、
大
正
十
四
年
ま
で

鹿
児
島
、
長
野
、
旅
順
（
旧
満

州
）
で
美
術
教
師
と
し
て
学
校

に
勤
め
ま
す
。
退
職
後
は
、
す

ぐ
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
絵

画
研
究
に
専
念
し
ま
す
。
二
年

後
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
政
府
サ

ロ
ン
・
レ
・
ザ
ル
チ
ス
ト
・
フ

ラ
ン
セ
ー
、
続
い
て
サ
ロ
ン
・

ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
に
数
点
の

作
品
が
入
選
し
、
日
本
人
画
家

と
し
て
注
目
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
三
年
の
帰
国
後
、
国
画
会

に
出
品
し
て
い
ま
し
た
が
、
次

第
に
画
壇
の
派
閥
に
わ
ず
ら
わ

さ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
い
ず
れ

の
展
覧
会
に
も
属
さ
ず
独

自
の
絵
画
を
追
求
し
ま
し

た
。
昭
和
四
十
七
年
に
は
、

横
浜
市
国
立
こ
ど
も
の
国

の
皇
太
子
御
成
婚
記
念
館

貴
賓
室
へ
「
室
戸
岬
」
一

二
〇
号
が
、
林
武
の
「
バ

ラ
」
と
と
も
に
飾
ら
れ
た

こ
と
は
、
国
内
で
も
西
岡

の
力
量
が
認
め
ら
れ
て
い

た
証
し
だ
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
八
年
か
ら
四

十
五
年
に
か
け
て
は
、
高

知
の
室
戸
岬
か
ら
足
摺
岬

ま
で
の
海
岸
風
景
を
た
く
さ
ん

描
い
て
い
ま
す
。
特
に
室
戸
を

描
い
た
作
品
が
多
く
、
古
里
の

海
に
寄
せ
る
熱
い
思
い
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
写
真
の
作
品
は
「
毘
沙
姑

岩
」
で
す
。
水
彩
で
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
っ
し
り
と
し
た

岩
や
動
き
の
あ
る
波
の
表
現
は
、

水
彩
と
は
思
え
な
い
力
強
さ
で
、

観
る
者
に
迫
っ
て
き
ま
す
。

　
諏
訪
か
ら
高
知
に
里
帰
り
し

た
西
岡
瑞
穂
の
作
品
は
、
ま
さ

に
、
高
知
県
民
の
誇
れ
る
文
化

遺
産
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

市
民
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
展
覧
会
で
す
。

（
館
長
・
北
　
泰
子
）

 

「
西
岡
瑞
穂
展
―
い
ご
っ
そ
う
画
家
が
描
い
た 

パ
リ
、
諏
訪
、
高
知
―
」開

催
中
〜
１２
月
２４
日
（
月
）

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

「毘沙姑岩」西岡瑞穂

積丹町の味覚を届けた北海物産市場

　
十
月
二
十
、
二
十
一
日
に
鏡

野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
『
第
二

十
六
回
刃
物
ま
つ
り
』
に
、
今

年
も
姉
妹
都
市
の
北
海
道
・
積

丹
町
訪
問
団
（
団
長
＝
山
本
俊

三
・
積
丹
町
商
工
会
長
）
、
総

勢
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
積
丹
町
の
訪
問

団
が
刃
物
ま
つ
り

に
参
加
す
る
の
は
、

今
年
で
十
回
目
と

な
り
、
『
積
丹
町

の
北
海
物
産
市

場
』
の
出
店
を
楽

し
み
に
会
場
を
訪

れ
る
お
客
さ
ん
も

お
り
、
長
年
に
わ

た
る
交
流
の
成
果

が
実
を
結
ん
で
い

ま
す
。

　
会
場
で
は
、
本

場
北
海
道
の
秋
の

味
覚
”鮭
の
チ
ャ

ン
チ
ャ
ン
焼
き
“
の

実
演
販
売
や
、
積

丹
町
ブ
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
カ
ボ
チ
ャ
、
積
丹
町
で
と
れ

た
海
産
物
の
珍
味
な
ど
を
販
売

し
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

（
香
美
市
姉
妹
都
市
友
好
都
市

交
流
推
進
協
議
会
事
務
局
）

第
２６
回
刃
物
ま
つ
り
に

　
積
丹
町
訪
問
団
が
参
加

姉
妹
都
市
交
流
だ
よ
り

び

し
ゃ

ご
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十
月
八
日
、吉
井
勇
記
念
館
で
、『
第
五
回

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
二
百
四
十
一
人
の
方
々
よ
り
三
百
七
十

三
首
の
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

入
賞
者
へ
の
表
彰
の
あ
と
、玉
井
清
弘
、楠
瀬

兵
五
郎
両
選
者
に
選
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、高
知
県
歌
人
連
盟
会
長
の
楠
瀬

氏
に
よ
る
講
演
を
開
催
し
、「
現
代
短
歌
の
悩

み
」
に
つ
い
て
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
吉
井
勇
記
念
館
）

第５回 吉井勇顕彰短歌大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０月８日開催（場所＝吉井勇記念館）

吉井勇大賞を受賞した加藤マスミさん（写真左）

香
川
県
　
加
藤
マ
ス
ミ

北
川
村
　
浜
渦
　
静
子

高
知
市
　
猪
野
　
百
合

香
北
中
一
年
　
黒
川
　
朋
寛　

香
美
市
　
大
石
さ
ち
子

高
知
市
　
西
村
　
玉
亀　

高
知
市
　
林
　
　
敏
子

高
知
市
　
今
井
　
光
枝

香
美
市
　
町
　
　
耿
子

高
知
市
　
野
村
　
丞
子

　
楠
目
小
六
年
　
岡
本
　
　
望

受
　
賞
　
作
　
品

◆
吉
井
勇
大
賞
◆

車
椅
子
の
母
に
は
見
え
ぬ
海
に
来
ぬ
母
の
脳
裡
に
展
が
れ
海
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
吉
井
勇
賞
◆

柚
子
熟
る
る
山
の
段
畑
に
夕
日
射
し
黄
ひ
と
い
ろ
に
川
に
な
だ
る
る
　
　
　
　
　
　

草
刈
の
音
に
負
け
じ
と
鳴
く
蝉
に
や
か
ま
し
い
ね
と
声
か
け
笑
ふ
　
　
　
　
　
　
　

白
紙
の
本
そ
し
て
今
か
ら
ぼ
く
の
本
今
か
ら
書
き
ま
す
ぼ
く
の
人
生
　
　
　
　
　

◆
玉
井
清
弘
賞
◆

「
の
れ
た
ん
だ
」
翼
の
よ
う
に
手
を
ひ
ろ
げ
笑
顔
は
じ
け
る
一
輪
車
の
子
　
　
　
　

◆
楠
瀬
兵
五
郎
賞
◆

わ
だ
か
ま
る
心
鎮
め
し
渓
鬼
荘
杳
き
「
勇
」
に
ふ
れ
し
い
ち
に
ち
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
佳
　
作
◆

病
む
夫
が
力
の
丈
に
壊
し
を
り
「
紛
る
」
と
珊
瑚
を
磨
き
ゐ
し
桶
　
　
　
　
　
　
　

草
萌
ゆ
る
子
ら
の
遊
ば
ぬ
遊
園
地
す
べ
り
台
一
つ
オ
ブ
ジ
エ
の
ご
と
し
　
　
　
　
　

更
生
を
支
ふ
る
ポ
ス
タ
ー
農
協
の
直
販
所
に
も
「
か
え
っ
て
お
い
で
」
　
　
　
　
　
　

小
樽
港
に
は
じ
ま
る
子
ら
の
北
の
旅
函
館
朝
市
の
馬
鈴
薯
届
く
　
　
　
　
　
　
　

夏
休
み
自
転
車
で
行
く
塾
通
い
入
道
雲
は
少
し
重
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
お

つ
ま

ま
ぎ



香
美
市
文
芸

　
◆
一
般
投
稿
作
品
◆
　
　
広
報
委
員
会
　
選

栗
を
茹
で
友
を
呼
び
た
く
な
る
匂
い
　
　
小
笠
原
良
子

せ
ち
が
ら
き
御
代
の
棚
田
や
豊
の
秋
　
　
岡
本
　
朴
舟

雨
上
が
り
露
草
の
花
草
の
中
　
　
　
　
　
小
野
寺
朱
実

よ
う
よ
う
に
乗
り
越
え
た
る
か
酷
暑
夏
　
小
原
　
景
守

朝
露
に
生
命
の
音
や
露
草
花
　
　
　
　
　
小
原
　
子
川

軒
下
に
干
柿
の
あ
る
風
情
か
な
　
　
　
　
北
村
千
鶴
子

木
せ
い
の
香
り
床
し
き
駅
の
庭
　
　
　
　
公
文
多
賀
子

妻
病
む
も
共
に
生
き
伸
び
秋
が
来
る
　
　
高
野
　
和
一

大
い
な
る
梢
の
騒
め
き
朴
落
葉
　
　
　
　
千
頭
　
野
草

伝
統
の
無
病
祈
願
の
盆
踊
　
　
　
　
　
　
西
尾
　
玉
喜

朝
涼
の
ホ
ー
ム
の
食
事
茶
の
旨
き
　
　
　
萩
野
多
美
子

編
み
広
げ
満
悦
の
蜘
蛛
望
の
月
　
　
　
福
留
と
も
の
り

つ
ぎ
つ
ぎ
と
畦
道
燃
や
す
曼
珠
沙
華
　
　
三
谷
　
誠
郎

遠
き
日
の
吾
子
の
似
顔
絵
い
わ
し
雲
　
　
山
崎
　
貴
子

夕
顔
に
勇
気
も
ら
い
て
ひ
と
仕
事
　
　
　
山
　
　
寿
美

園
児
等
の
服
を
汚
し
て
藷
を
掘
る
　
　
　
和
田
　
可
代

　
◆
か
ほ
く
俳
句
会
◆

こ
の
秋
の
空
澄
み
渡
り
祖
母
と
な
る
　
　
乾
　
真
紀
子

目
つ
む
れ
ば
亡
夫
も
見
て
ゐ
し
十
七
夜
　
奥
宮
さ
と
み

子
の
声
の
亡
夫
か
と
惑
ふ
秋
の
暮
　
　
　
久
保
　
貴
女

生
享
け
て
八
十
五
年
望
の
月
　
　
　
　
　
黒
岩
　
幸
女

菊
の
香
や
座
り
直
し
て
礼
を
受
く
　
　
　
黒
岩
千
英
子

ポ
ケ
ッ
ト
の
零
余
子
に
二
合
米
洗
ふ
　
　
小
松
　
隆
之

猪
垣
を
し
て
転
作
田
蕎
麦
咲
き
ぬ
　
　
　
小
松
　
　
昇

信
楽
の
器
並
べ
て
秋
刀
魚
焼
く
　
　
　
　
杉
山
　
春
萌

彼
岸
花
昨
日
の
風
と
今
日
の
風
　
　
　
　
西
本
　
昶
猪

曼
珠
沙
華
傾
れ
て
地
球
温
暖
化
　
　
　
　
前
田
　
欣
一

曼
珠
沙
華
池
の
水
取
り
逆
流
す
　
　
　
　
前
田
　
和
代

刈
り
終
へ
て
一
つ
家
囲
む
稲
架
襖
　
　
　
前
田
　
秀
女

翔
つ
構
へ
し
て
鷺
草
の
枯
れ
渋
る
　
　
　
森
本
　
之
子

畝
上
ぐ
る
身
へ
真
っ
直
ぐ
に
秋
日
か
な
　
山
崎
か
ず
み

秋
冷
や
閉
ず
鍵
音
の
農
具
小
屋
　
　
　
　
山
中
　
晶
子

小
鳥
来
る
ラ
イ
ダ
ー
の
列
見
下
ろ
し
て
　
山
中
　
瑞
輝

虫
の
声
次
第
に
遠
く
寝
に
落
ち
ぬ
　
　
　
山
中
　
明
石

　
◆
韮

句

会
◆

蓮
沼
に
る
る
る
と
鳥
の
か
く
れ
啼
き
　
　
公
文
　
春
紀

秋
深
し
へ
の
へ
の
ポ
ス
タ
ー
焦
茶
色
　
　
岡
本
か
ほ
る

柿
熟
れ
て
何
事
も
な
き
一
日
か
な
　
　
　
高
橋
　
　
章

棚
田
昏
る
落
穂
拾
ひ
し
子
も
喜
寿
に
　
　
北
村
　
幸
子

海
見
ゆ
る
高
さ
と
な
り
ぬ
花
野
み
ち
　
　
西
川
　
常
夫

と
ん
ぼ
う
に
つ
と
追
は
れ
飛
ぶ
草
の
絮
　
甲
藤
　
卓
雄

曼
珠
沙
華
野
に
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
聞
こ
ゆ
　
野
崎
　
典
子

墓
山
に
い
つ
し
か
ふ
へ
し
百
日
草
　
　
　
北
村
　
里
子

存
分
に
伸
び
て
庭
木
に
隼
人
瓜
　
　
　
　
明
石
　
英
子

藷
つ
ぼ
に
す
り
ぬ
か
を
入
れ
冬
支
度
　
　
竹
内
　
ろ
草

　
◆
か
が
み
の
俳
句
会
◆

母
寝
か
せ
今
宵
の
月
と
韻
き
あ
ふ
　
　
　
佐
竹
　
洋
子

秋
深
か
し
刀
豆
の
さ
や
ふ
く
ら
み
て
　
　
鍵
山
　
和
枝

名
月
や
病
後
の
夫
と
庭
に
出
る
　
　
　
　
佐
藤
　
　
幸

秋
灯
下
順
拜
荷
物
再
確
認
　
　
　
　
　
　
利
根
　
弘
子

追
伸
と
一
行
添
へ
て
虫
の
夜
　
　
　
　
　
古
川
　
信
子

山
里
に
あ
ふ
る
る
恵
み
虫
の
秋
　
　
　
　
小
松
　
愛
子

秋
晴
の
今
日
は
補
聴
器
よ
く
聞
こ
え
　
　
西
内
　
保
衛

藁
野
積
た
つ
た
一
つ
に
日
が
昏
れ
る
　
　
中
澤
　
美
晴

暖
冬
に
杜
氏
が
迷
ふ
酒
仕
込
　
　
　
　
　
森
本
　
　
代

千
条
の
風
は
七
色
糸
芒
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
鈴
子

今
は
無
き
生
家
の
あ
た
り
鳥
渡
る
　
　
　
吉
田
　
　
芳

　
◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

新
聞
に
広
げ
ら
れ
た
る
唐
辛
子
　
　
　
　
明
石
　
韮
生

山
畑
に
し
ゃ
し
ゃ
ぶ
二
粒
噛
ん
で
ゆ
く
　
前
田
美
智
子

も
ら
い
風
呂
し
た
昔
あ
り
二
日
月
　
　
　
前
田
　
小
夜

つ
む
る
眼
の
中
ま
で
晴
れ
て
菊
匂
ふ
　
　
橋
本
　
昭
和

耳
打
ち
の
息
の
や
さ
し
さ
秋
明
菊
　
　
　
安
丸
　
槙
子

そ
こ
そ
こ
に
生
き
て
八
十
路
の
鰯
雲
　
　
中
沢
と
し
み

筆
硯
あ
り
て
し
づ
か
や
後
の
月
　
　
　
　
大
石
　
邦
男

津
蟹
下
る
捨
田
捨
墓
闇
に
置
き
　
　
　
　
樫
谷
　
雅
道

棚
田
刈
り
雲
影
速
く
な
り
し
か
な
　
　
　
田
村
　
一
翠

道
標
に
「
ほ
っ
と
平
山
」
萩
の
花
　
　
　
馬
場
　
英
男

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。（
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
投
稿
の

場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
五
句
（
首
）
以
内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
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